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 ６月１日は、国連食糧農業機関（FAO）が定める「世界牛乳の日（World Milk Day）」です。日本で

もそれに合わせ、一般社団法人Ｊミルクが、６月１日を「牛乳の日」、６月を「牛乳月間」と定めてい

ます。牛乳や乳製品のよさを見直すとともに、酪農や乳業に関して理解を深める機会にしましょう。 

６月は「牛乳月間」 ６月１日は「牛乳の日」 

Ｑ.なぜ、給食には牛乳が毎日でるの？ 

牛乳のなぜ？どうして？ 

Ａ.成⾧期に必要な栄養素、特にカルシウムが 

たっぷり含まれているからです。 

 小魚や小松菜などの青菜にも多く含まれて 

いますが、牛乳は吸収率が高いといわれて 

いるので、カルシウムの補給に 

便利です。 

 

【牛乳に多く含まれる栄養素と主な働き】 
たんぱく質：皮膚や筋肉、髪の毛など、体をつくる 

材料になります。 

カルシウム：丈夫な骨や歯をつくるのに欠かせません。 

ビタミンＡ：目や皮膚・粘膜の健康、成⾧促進など 

に関わります。 

ビタミンＢ₂：エネルギーの代謝や、皮膚・粘膜の健 

康に関わります。 

Ｑ.牛乳の味がいつもと違うように感じ

ることがあるのは、どうして？ 

A. 牛乳の原料となる生乳は、牛乳が生み出

す「農産物」だからです。 
い、エサの種類、季節によって変わります。特

に、牛は暑さに弱いため、夏のエサを食べる量

が少なくなり、乳脂肪分や無脂乳固形分が減っ

て、あっさりした味になります。また、牛乳自

体の温度、食事の組み合わせ、飲む人の体調な

どによって、感じ方が変わることもあります。 

よく噛んで、味わって食べよう！ 

 ６月４日～１０日は「歯と口の健康週間」で

す。食べ物を口に入れた後、あまり噛まずに飲

み込んでいませんか？よく噛んで食べると、食

べ物の味がよくわかっておいしく感じられる

だけでなく、肥満防止やむし歯予防につながる

など、体にとっていいことがたくさんありま

す。軟らかいものばかりでなく、噛みごたえの

ある食べ物を意識して取り入れましょう。 


